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【論文審査の結果の要旨】 

学位申請者の後藤沙希氏は，臨床心理学士・公認心理師の資格を取得して，保育園巡回

や自治体の教育相談室等で勤務をした後，現在は東京都と神奈川県の公立小中学校のスク

ールカウンセラーとして教育現場で精力的に活躍している． 

学術活動では，駒沢女子大学大学院人文研究科臨床心理学専攻修士課程で，「乳幼児をも

つ母親が抱く孤独感に関する研究―離職経験の視点を加えて―」で修士号を取得し，日本

心理臨床学会や日本コミュニティ心理学会で学会報告をしている．また，日本保育ソーシ

ャルワーク学会編集『保育ソーシャルワーク学研究』（第 7号）に原著論文「子育て支援領

域のソーシャルワークにおける心理的支援の課題(1)」（千葉千恵美氏と共著）を掲載し，

駒沢学園心理相談センター紀要に論文 2篇を発表して，学術活動も活発におこなっている． 

博士論文審査会（令和 5 年 1 月 17 日）では，後藤氏が 30 分間の博士論文の要旨につい

てのプレゼンテーションをした後，3人の審査委員との間で，活発な質疑応答ならびに議論

がおこなわれた．審査委員は，それぞれの専門的な観点から当該博士論文に対して質問や

意見を提示し，申請者自身の発表論文の活用の仕方，質的研究支援ソフトの説明の加筆，

調査対象者の母集団の代表性，ソーシャルワークと心理職との関係に関する記述の曖昧さ，

こども家庭センターに関する記述の必要性，アドヴォケート制度との関係や要保護児童対

策地域協議会に関する記述の必要性，ケースマネジメントとコーディネーションの視点の

導入，質的データ分析におけるサブカテゴリ―の名称の適切性などが問題とされた．後藤

氏は，これらの質問や意見に対して，修士論文と博士論文の間の研究継続性，コロナ禍の

インタビュー調査協力者の少なさ，質的データの分析過程の説明の加筆ならびにサブカテ

ゴリ―の名称修正の必要性，福祉職と心理職の関係ならびに最新の施設や制度との関係の

記述の必要性などを反省して丁寧に回答し，その後に適宜，博士論文を修正している． 

3人の審査委員は，後藤氏との質疑応答の結果を検討した上で，少子化社会の子育て支援

という極めて重要な現代的テーマを取りあげて，子育て支援の多職種連携と心理職との関

係を実証的に明らかにしようとする先駆的な研究であることを高く評価し，最終協議の結

果，当該博士論文が博士号授与に値するという結論に至った． 

さらに修士論文・博士論文発表会（令和 5年 2月 16日）では，大学院教育の関係者（大

学院生を含む）と後藤氏の間で質疑応答がおこなわれた．後藤氏は，先の審査会での回答・

修正もふまえながら的確な応答をおこなった． 

 以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査

した結果，本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した． 




